
込
み
。
今
後
Ｐ
Ｐ
Ｓ
と
契
約
を
進
め
、

全
庁
的
資
産
管
理
に
力
を
入
れ
る
。

●
公
民
学
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

5

長
寿
社
会
の
ま
ち
づ
く
り
で
は

本
市
の
主
体
性
が
見
え
な
い
。
医
療
・

介
護
従
事
者
は
確
保
で
き
る
か
。
多

職
種
連
携
、
公
民
学
連
携
は
と
れ
る

か
。
口
腔
ケ
ア
は
推
進
で
き
る
の
か
。

6

ま
ち
が
で
き
て
、
従
事
者
が
不

在
と
な
ら
ぬ
よ
う
努
力
す
る
。
連
携

に
つ
い
て
は
、
顔
の
見
え
る
関
係
会

議
を
設
け
た
。
口
腔
ケ
ア
は
、
リ
ハ

ビ
リ
規
制
緩
和
事
業
所
の
中
で
提
供

で
き
る
よ
う
国
と
協
議
す
る
。

●
地
方
分
権
一
括
法
の
施
行

5

市
民
の
声
を
反
映
す
る
た
め
の

仕
組
み
は
。
ま
た
、
多
く
の
労
力
を

要
す
が
、
人
員
体
制
の
強
化
は
。

6

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置

し
た
。
人
員
体
制
は
検
討
す
る
。

●
災
害
対
策
に
つ
い
て

5

Ｋ
┃

Ｎ
ｅ
ｔ
を
活
用
し
た
防
災

井
戸
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
提
案
す
る
。

6

災
害
時
要
援
護
者
の
登
録
作
業

終
了
後
に
検
討
す
る
。

長
等
か
ら
個
別
に
相
談
を
受
け
て
い

る
こ
と
等
に
つ
い
て
、
今
後
も
啓
発

活
動
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
。

●
国
際
キ
ャ
ン
パ
ス
タ
ウ
ン
構
想

5

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
林
立
し
て

わ
か
り
に
く
い
。
今
後
は
事
業
の
整

合
を
図
り
施
策
体
型
を
整
理
す
べ
き
。

6

確
か
に
わ
か
り
に
く
い
点
が
多

い
。
相
互
に
関
連
性
を
持
ち
、
体
系

づ
け
て
整
合
を
図
っ
て
い
る
。
今
後

も
工
夫
し
て
い
く
。

村

田

章

吾

●
購
買
コ
ス
ト
の
削
減
に
向
け
て

5

複
数
の
自
治
体
が
共
同
で
防
災

用
品
を
調
達
す
る
こ
と
で
、
費
用
を

１
割
以
上
削
減
し
た
事
例
が
あ
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、
共
同
調
達
に
よ

る
コ
ス
ト
削
減
に
取
り
組
む
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

6

共
同
調
達
は
経
費
削
減
の
有
効

な
手
段
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

県
内
13
の
市
が
集
う
防
災
会
議
が
予

定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な

場
で
提
案
を
し
て
い
き
た
い
。

●
電
力
調
達
費
用
の
節
減
に
向
け
て

5

東
京
都
の
一
部
の
区
で
は
、
区

内
の
１
０
０
を
超
え
る
施
設
の
電
力

供
給
契
約
を
東
京
電
力
か
ら
Ｐ
Ｐ
Ｓ

（
新
電
力
会
社
）
に
切
り
か
え
た
こ
と

で
、
１
億
円
を
超
え
る
コ
ス
ト
削
減

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
本
市
は
来
年

度
、
本
庁
舎
・
第
１
分
庁
舎
に
限
定

し
て
Ｐ
Ｐ
Ｓ
か
ら
電
力
を
調
達
す
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
な
ぜ
市
役
所
の

消
費
電
力
の
５
％
ほ
ど
に
過
ぎ
な
い

庁
舎
の
使
用
分
に
限
定
し
た
の
か
。

6

本
市
で
は
先
行
的
に
本
庁
舎
の

使
用
電
力
を
Ｐ
Ｐ
Ｓ
か
ら
調
達
す
る

方
向
で
調
整
し
、
そ
の
後
に
学
校
な

ど
の
施
設
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
た
。

し
か
し
、
こ
の
時
期
に
全
国
か
ら
Ｐ

Ｐ
Ｓ
へ
の
発
注
が
殺
到
、
追
加
の
契

約
を
結
ぶ
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
来
年
度
は
、

本
庁
舎
関
係
施
設
の
み
の
調
達
と
な

円

谷

憲

人

●
放
射
能
対
策

イ
メ
ー
ジ
回
復
と

民
有
地
除
染
の
早
期
対
応
を

5

放
射
能
問
題
に
よ
っ
て
悪
化
し

た
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
特

に
市
外
に
向
け
て
の
対
応
策
は
。

6

マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
な
ど

し
、
そ
れ
を
通
し
て
安
全
・
安
心
の

中
で
生
活
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て

い
き
た
い
。

5

市
外
の
方
は
柏
の
イ
ベ
ン
ト
の

ニ
ュ
ー
ス
に
期
待
す
る
ほ
ど
の
関
心

は
持
た
な
い
と
思
う
。
費
用
が
か
か

っ
て
も
新
聞
広
告
や
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を

使
う
こ
と
も
検
討
す
べ
き
だ
と
進
言

す
る
。
ま
た
民
有
地
の
除
染
の
輪
を

広
げ
る
た
め
の
施
策
は
考
え
て
い
る

か
。

6

町
会
等
の
地
縁
団
体
に
協
力
い

た
だ
き
、
地
域
の
皆
様
と
協
議
し
な

が
ら
生
活
道
路
や
民
有
地
の
高
線
量

箇
所
の
除
染
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

●
柏
レ
イ
ソ
ル
と
Ａ
Ｃ
Ｌ
（
※
３
）

5

柏
レ
イ
ソ
ル
の
Ａ
Ｃ
Ｌ
出
場
は

柏
を
国
内
外
に
知
っ
て
も
ら
う
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
。
具
体
的
な
施
策
は
。

6

柏
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
配
布
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

5

柏
レ
イ
ソ
ル
を
商
業
的
・
経
済

的
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
。

6

そ
う
い
う
ア
イ
デ
ア
は
い
い
と

思
う
。
今
後
、
広
げ
て
い
け
た
ら
と

考
え
て
い
る
。

助

川

忠

弘

●
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

5

組
織
、
庁
内
連
携
、
デ
ー
タ
収

集
、
何
か
ら
始
め
る
の
か
。

6

基
礎
資
料
の
デ
ー
タ
収
集
、
整

理
及
び
分
析
か
ら
始
め
る
。

●
人
事
研
修

5

職
員
の
プ
レ
ゼ
ン
力
が
弱
い
。

ど
ん
な
研
修
に
力
を
入
れ
る
の
か
。

6

事
業
の
目
的
や
重
要
度
を
考
え

る
こ
と
が
重
要
。
プ
レ
ゼ
ン
力
強
化

も
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
防
災
福
祉
Ｋ
┃

Ｎ
ｅ
ｔ

5

要
援
護
者
名
簿
の
提
供
に
つ
い

て
の
町
会
の
反
応
は
ど
う
か
。

6

提
供
の
方
法
を
説
明
し
た
。
心

配
の
声
も
あ
っ
た
が
、
趣
旨
に
は
理

解
を
い
た
だ
け
た
。

●
個
人
情
報
保
護
と
名
簿
作
成

5

名
簿
作
成
支
援
を
条
例
化
し
て

地
域
の
名
簿
作
成
を
後
方
支
援
し
て

い
く
体
制
が
必
要
で
は
な
い
か
。

6

名
簿
作
成
に
関
し
て
は
、
町
会

※３ ＡＣＬ＝アジアサッカー連盟が主催するクラブチームによるサッカーの大陸選手権大会。
※４ ＦＭ＝ファシリティーマネジメント（経営の視点から建物や設備などの不動産の保有・運用・維持などを最適化する手法。）

ＡＣＬ開催時の横断幕

柏
清
風

PPS(新電力会社)を導入する市役所本庁舎

っ
た
。

後

藤

浩

一

郎

●
放
射
能
対
策

5

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
、
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
の
調
査
結
果
は
判
明
し
た
か
。

6

年
度
内
に
判
明
す
る
予
定
だ
。

●
電
力
契
約

5

電
気
料
金
値
上
げ
に
よ
る
負
担

増
は
ど
の
く
ら
い
か
。
Ｆ
Ｍ
（
※
４
）

の
弱
さ
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
。

6

約
８
０
０
０
万
円
負
担
増
の
見

事
業
の
見
直
し
等
で
あ
る
。

●
下
総
基
地
の
諸
問
題
に
つ
い
て

5

下
総
基
地
は
教
育
訓
練
施
設
の

は
ず
だ
が
、
米
軍
機
の
飛
来
が
あ
っ

た
と
い
う
。
把
握
し
て
い
る
の
か
。

6

基
地
に
確
認
し
た
が
、
国
防
上

答
え
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

●
教
育
行
政
に
つ
い
て

5

学
校
図
書
館
担
当
職
員
の
配
置

が
交
付
税
措
置
さ
れ
る
と
い
う
が
、

図
書
館
指
導
員
は
増
員
さ
れ
る
の
か
。

6

私
ど
も
も
そ
う
考
え
て
い
る
。

5

手
賀
の
杜
の
保
護
者
は
車
で
送

迎
し
苦
労
し
て
い
る
。
ど
う
思
う
か
。

6

通
学
距
離
は
規
程
の
範
囲
内
だ
。

武

藤

美

津

江

●
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

5

子
ど
も
ル
ー
ム
の
保
育
料
を
８

月
の
み
1.5
倍
の
１
万
５
０
０
０
円
に

日

下

み

や

子

●
放
射
能
対
策

5

本
市
の
最
優
先
の
課
題
に
ふ
さ

わ
し
い
展
望
を
。

6

で
き
る
限
り
事
故
前
の
空
間
線

量
に
戻
す
よ
う
最
優
先
で
除
染
し
、

食
品
測
定
は
新
年
度
か
ら
開
始
す
る
。

健
康
調
査
は
方
針
策
定
や
財
政
的
支

援
を
国
へ
要
望
す
る
。

●
事
業
仕
分
け
に
つ
い
て

5

新
年
度
予
算
へ
の
反
映
は
。

6

敬
老
祝
金
は
、
１
０
０
歳
に
達

し
た
方
の
み
に
、
５
万
円
か
ら
３
万

円
に
変
更
。
日
常
生
活
用
具
助
成
は

廃
止
、
生
活
保
護
法
外
援
護
費
の
縮

小
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
扶
助

5

消
費
税
は
低
所
得
者
ほ
ど
負
担

が
重
い
。
市
長
は
社
会
保
障
財
源
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
答
弁
し
た
が
、

間
違
い
だ
。

6

所
得
税
・
法
人
税
は
景
気
の
影

響
で
減
少
し
た
。
消
費
税
は
景
気
の

影
響
を
受
け
に
く
い
。
一
方
、
指
摘

の
と
お
り
逆
進
性
の
問
題
は
あ
る
。

●
一
部
事
務
組
合
の
給
料
廃
止
を

5

柏
・
白
井
・
鎌
ケ
谷
環
境
衛
生

組
合
の
管
理
者
、
副
管
理
者
、
組
合

議
会
議
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
長
、

議
員
と
し
て
の
仕
事
の
一
部
。
組
合

か
ら
の
給
料
・
手
当
・
報
酬
を
受
け

取
る
理
由
は
な
い
。
廃
止
を
主
張
す

べ
き
。

6

組
合
の
給
与
や
報
酬
の
あ
り
方

は
、
組
合
の
組
織
内
で
議
論
さ
れ
る

べ
き
。
闊
達
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
異
論
は
な
い
。

●
関
西
ペ
イ
ン
ト
の
地
元
雇
用

5

十
余
二
に
進
出
す
る
関
西
ペ
イ

ン
ト
に
市
と
県
は
３
年
で
９
０
０
０

万
円
も
の
奨
励
金
・
補
助
金
を
出
す
。

本
当
に
80
〜
１
０
０
人
も
の
地
元
雇

用
が
あ
る
の
か
。

6

地
元
雇
用
の
人
数
は
ま
だ
わ
か

ら
な
い
。
で
き
る
だ
け
市
内
か
ら
の

雇
用
を
要
望
す
る
。

す
る
の
は
撤
回
す
べ
き
で
は
。

6

適
正
な
保
育
料
と
な
る
よ
う
改

定
の
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
。

●
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て

5

保
険
証
の
取
り
上
げ
は
中
止
を

す
べ
き
で
あ
る
が
い
か
が
か
。

6

所
得
３
０
０
万
円
を
超
え
る
世

帯
に
限
定
し
て
行
っ
て
い
る
。

5

国
保
料
の
減
免
、
医
療
費
の
窓

口
負
担
減
免
制
度
の
拡
充
を
。

6

医
療
費
の
窓
口
負
担
金
の
徴
収

猶
予
及
び
減
免
取
扱
要
領
を
本
年
２

月
に
制
定
、
施
行
し
て
い
る
。

●
生
活
保
護
事
業
に
つ
い
て

5

申
請
の
意
思
の
あ
る
人
に
は
、

申
請
権
を
き
ち
ん
と
認
め
る
よ
う
に

徹
底
す
べ
き
で
あ
る
が
。

6

無
差
別
平
等
に
対
応
す
る
こ
と

が
原
則
。
申
請
す
る
意
思
あ
る
方
の

考
え
方
は
尊
重
す
べ
き
と
考
え
る
。

●
高
柳
駅
西
側
区
画
整
理
事
業
と
駅

舎
の
改
善
に
つ
い
て

5

高
柳
駅
利
用
の
利
便
性
を
最
優

先
に
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

6

橋
上
駅
舎
化
に
つ
い
て
は
、
東

武
鉄
道
と
の
協
議
が
進
ま
ず
、
自
由

通
路
の
整
備
を
先
行
し
て
行
う
。

平

野

光

一

●
社
会
保
障
の
財
源
問
題

事
業
を
導
入
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

6

提
案
い
た
だ
い
た
雨
水
貯
留
タ

ン
ク
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
研
究
課

題
と
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

●
24
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
案
に

つ
い
て

5

放
射
能
対
策
に
か
か
る
経
費
の

う
ち
、
特
に
内
部
被
曝
に
関
し
て
は
、

何
ら
か
の
措
置
を
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

6

近
隣
市
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

今
後
対
応
を
考
え
て
い
く
中
で
、
予

算
措
置
等
が
必
要
な
場
合
に
は
予
備

費
や
補
正
予
算
等
で
柔
軟
に
対
応
し

て
い
き
た
い
。

内

田

博

紀

●
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

5

公
立
夜
間
中
学
の
必
要
性
を
ど

う
認
識
し
て
い
る
か
。

6

市
民
の
中
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
理

由
で
義
務
教
育
を
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
方
が
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
市
民
を
社
会
が
支
え
て

い
く
必
要
性
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

●
ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
策
に
つ
い
て

5

家
庭
用
ミ
ニ
ダ
ム
の
設
置
補
助

日
本
共
産
党

無
所
属

個人質問個人質問個人質問個人質問個人質問
質疑並びに一般質問

かしわ市議会だより（５）平成24年５月１日 第193号

5日間にわたり、次の14人の議員が質問しました。
ここでは、その一部をお知らせします。
この記事は各質問者が作成しています。


